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1全 体の研究構想図

生徒の実態

・学習意欲が不十分である

・与えられた課題には取 り組 めるが、 自ら課題を設定 し

て解決する学習への取組は不十分である

・実物に触れ る体験や身近な資料には興味 ・関心を示す

・調べたことをまとめて表現す ることが不得意である

麟
学習指導要領の趣旨

・指導内容の厳選 と基礎 ・基本の徹底

・学び方 ・調べ方を学ぶ学習の重視

・社会の変化への主体的な対応

・三分野を関連付けて扱 う項 目の設定

.麟

今までの授業の実態

・知識詰 め込み ・暗記型

・教科書 中心網羅型の内容

・教師主導 、講義形式の授

業形態

・定期考査中心の評価

これか らの社会科の授業への期待

・学習意欲が高まる

・生徒が主体的に取 り組む

・学び方を学ぶ学習の充実

・多面的 ・多様な評価

主体的な学習を通 して、学習意欲 を高め、自ら学ぶ力を育てる指導 と評価の研究

研究のね らい 生徒の実態把握、身に付けさせたいカ、指導内容 ・方法を検討 し、検証授

業を実施 して、 これからの社会科学習の在 り方 を明 らかにす る

難
謎

地理的分野の副主題

地域的特色を明 らかにす る学習 を通 し

て、自ら課題 を設定 ・追究す る力 を育て

る指導 と評価の工夫

研究の方法と内容

・グループに よる課題解決(仮 説検証)

学習

・設定 した課題 を新聞形式にま とめる

・授業毎の 自己評価 を取 り入れたポー ト

フォリオの活用

歴史的分野の副主題

体験的な学習や課題解決学習を通して、

学習意欲を高め、主体的に学習する態度

を養う

研究の方法 と内容

・外部講師に よる中世の文化の体験

・設定 した課題 を新闘形式にまとめる

・調査成果 を屋 台村 ローテーシ ョン方式

で発表す る

・ポー トフォ リオを活用 した指導 と評価
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1研 究主題及び主題設定の理由

研究主題

主体的な学習を通 して、学習意欲 を高め、自ら学ぶ力を育てる指導 と評価の研究

平成10年12月 、学習指導要領の改訂が行われ、今年度から本格実施 となった。 中学校社会科

の改訂 に当たっての基本的な方針 は、①内容の厳選、②学び方を学ぶ学習の充実、③社会の変

化への対応 、④3分 野を関連付けて扱 う項 目の設定である。そ して、社会科はその指導の在 り

方、評価の在 り方を改善 してい くこ とが強 く求められ ている。

評価 については、教育課程審議会答申の 「児童生徒 の学習 と教育課程の実施状況の評価 の在

り方について」(平 成12年12A)や 文部省(当 時)か らの 「指導要録改善の通知」(平 成13年4

月)で も方向性 が示され、国立教育政策研究所教育課程研 究セ ンターや東京都教育委員会をは

じめ各区市町村教育委員会等か ら、評価の在 り方や方法論 が試案 とともに提示されてい る。 こ

こにも評価の在 り方を改善することで、指導の改善へっなげてい く意図が読み とれる。

このよ うに社会科だけに限ったわけではないものの、社会科の指導の在 り方、評価の在 り方

の改善が強 く求 められているのは、 この10年 来の社会科の授業における指導 と評価が旧来か ら

のもの(知 識詰め込み ・暗記型の学習、教科書記述中心の網羅的な内容の指導、教師主導の講

義形式の授業、ペーパーテス トによる知識 ・理解中心の評価な ど)か ら脱却できないでいる学

校 の現状があるもの と思われる。

このため、①学習意欲 が不十分、②与え られ た課題 には取 り組めるが 自ら課題 を設定 して解

決す る学習へ の取組は不十分、③実物 に触れる体験や身近な地域 に関す る資料 あるいは具体的

な事物 ・事象 には興味 ・関心を示す、④調べたことをまとめて表現す ることが不得意、 といっ

た生徒の実態 が生まれて くるのではないか と考えた。

そこで私たちは、これか らの生徒の在るべき姿として、①学習意欲 が高 く、②主体的に学習

に取 り組み、③ 自ら学ぶ力を身 に付 ける姿を考えた。 そのための学習形態 として、課題解決型

の学習 を取 り入れ ること、授業中の評価(形 成的評価)や さらに生徒 の学習記録や 自己評価等

を保存 し学習の指導や評価に生かす方法(ポ ー トフォ リオを活用 した評価)を 取 り入れ るこ と

によ り、学習意欲を高め、 自ら課題 を見出 し、 自ら学び自ら考え課題 を解決 しよ うとす る生徒

を育成 することができるであろ うと考え、 この主題を設定 した。 そ して、そのための最適 な単

元 ・教材 、指導方法、評価場面及び評価方法にっいての検討 をそれぞれ の分科会 において行 う

こととした。

なお、今年度の研究は、研究員の所属学年等の現状を考慮 し、地理的分野 と歴 史的分野の2

分科会で構成 し授業研究 を中心に行 った。
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皿 地理的分野の研究内容

1地 理的分野研究副主題及び副主題設定の理由

地理的分野研究副主題

地域的特色を明らかにする学習を通して、自ら課題を設定 ・追究する力を育てる指導

と評価の工夫

近年 、社会科地理的分野 での地域調査活動を取 り入れ た授業の必要性 が高まっている。そ

れは、今回の学習指導要領の改訂で、地理的分野の 「目標(4)」 に示 されているよ うに、地域

調査のよ うな主体的な学習によって、地理的事象に対す る関心な どを育てた り、地域的特色 を

とらえるための視点や方法を身に付けさせた りす ることが地理的分野共通の課題であるか らと

考える。昨年度の教育研究員の研究 もその課題を追究 した ものといえる。

現在、地理的分野にお ける指導 の実態や生徒 の実態 を考慮 した とき、生徒 自身が資料の収

集 ・選択 ・活用する能力 を身 に付ける研究は、今後 さらに重要性が増す もの と思われ る。従来

の教師主導の講義 形式の授業では、主体的に資料を収集 ・選択 ・活用す る能力を身に付 けるこ

とは難 しい。こうした能力 を身 に付けるためには、景観 の観察 といった視覚的に とらえる活動

や、作業や体験を伴 う学習、課題を設定 し追究す る学習な どを工夫す るなど生徒の主体的な学

習を促すことが必要である。

そ こで、今年度も昨年度の実践研究を継続 ・発展 させ ていくこととした。具体的には、「よ

り大 きな規模の地域の学習に ど うっなげてい くか」 とい う昨年度 の課題を引き継 ぎ、「都道府

県」単位での授業を取 り上げ、学び方を学ぶ学習について さらに研究を深めることとした。

今年度は、特 に生徒 が自 ら課題 を設定 してい くとい う課題解決型の学習の研究が必要で あ

るとの思いを強く した。なぜ なら、自ら課題を設定 し追究 ・解決 してい く学習は、前回の学習

指導要領において も、「適切な課題 を設 けて行 う学習」をは じめ、年間指導計画作成 の際に計

画的に実施 してい くことが示 されてい るにもかかわ らず、実際には、知識を詰め込む学習に陥

った り、人間の生活 との関連付 けが不十分だった りす ることが多く見られ、研究の余地が多い

か らである。 とりわけ、課題 を設定 しその後 の学習に見通 しをもって課題追究や課題解 決を生

徒 自らが行っていく指導方法の工夫を模索 した。そ こで、課題をただ決めるのではな く、例え

ば 「長野県は内陸的な気候なので レタスを生産す る農家が多いだろ う」 とい う仮説を生徒 自身

が立て、資料の収集 ・選択 ・活用 を しながらその仮説 を検証す るとい うよ うな過程 をとれ ば、

生徒が課題に対 して最後まで主体的、意欲的に取 り組 むのではないか と考えた。

また、意欲を持続 させ るために、ポー トフォ リオを活用 した評価方法 を取 り入れた。 ポー

トフォリオを活用 した評価は、課題の設定 ・追究の様子 を生徒の学習記録や 自己評価 を通 して、

教師が生徒 自身の内面を知 り適切な助言等を行ってい くものである。これは、生徒の学習意欲

を高め持続 させるために有効な手だてであ り、課題の設定や追究す る過程における教師の支援

と授業案の修正のための資料 としても大 きな手がか りとなると考えた。 さらに、ポー トフォ リ

オを活用 した評価は、生徒の個人内評価 としての要素が強いが、生徒の学習の記録や作品を保

存す るとい う性質か ら、評価規準を定めてあれば、観点別評価 においても役立てる ことができ
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る と考 え た。

2検 証授業

(1)単 元名 「都道府県」《学習指導要領 内容(2)地 域の規模に応 じた調査》

(2)単 元設定の理由

地理的分野分科会においては、今年度の研究単元と して、大項 目 「地域の規模 に応 じた調査」

の中の中項 目 「都道府県」を取 り上げることに した。

平成14年 度か ら施行 となった学習指導要領の社会科地理的分野 にお ける改訂の大きな特色の

一つには
、 これ までの網羅的な学習にな りがちな内容を厳選 し、 「学び方を学ぶ学習」の充実

に大きな力を注いでいることがあげ られる。 その中でも 「地域 の規模 に応 じた調査」は、 自ら

のカで変化す る地域の特色をとらえ、 「学び方 を学ぶ学習」の実践の項 目として位置付け られ

ている。また、 「地域の規模に応 じた調査」は、中項 目として 「身近 な地域」「都道府県」 「世

界の国々」の三つの規模 の異なる地域の学習 を通 して地域的特色をとらえる視点や方法 を身 に

付 けることを主なね らい としている。 「身近な地域」が実際に 日に触れ た り、歩いて闘き取 り

を した りす る調査が可能であるのに対 して、 「都道府県」は、基本的には、実際に見た り、歩

いた りす ることには限界がある。よって、「都道府県」の地域的特色を明 らかにす るた めには、

生徒が自らのカで適切な資料の収集 ・選択 ・活用する能力 を身に付 けることが重要 とな り、さ

らに広い地域 を扱 う次の中項 目 「世界の国々」の学習の下地 となっている。

したが って、本年度 の地理的分野分科会の研究副主題にある 「地域的特色を明 らかにす る学

習を通 して、 自ら課題を設定 ・追究す るカを育てる」ための最 も適 した単元 として、「地域 の

規模に応 じた調査」の 「都道府県」を研究単元 として設定 した。 なお、昨年度の研究において

も 「身近な地域」との関連で 「都道府県」が取 り上げ られているが、本分科会では、生徒の 「主

体的な学習」をよ り促すための 「都道府県」の学習内容の構成 の工夫、また、 自ら課題 を設 定

・追究する能力の育成の工夫に重点を置いて今回の研究 を進めることに した。

(3)「 都 道府県」の学習 をどのように構成するか

「都道府県」の学習について、「学習指導要領 解説 一社会編一」では、「都道府県の中か ら、

二つ又は三つの都道府県を取 り上げ、その地域 的特色を追究 しとらえる学習を通 して、都道府

県規模の地域の特色をとらえる視点や方法 を身に付 けさせ ることを主なね らいとしている」 と

解説 している。 したがって、取 り上げる都道府 県は、二つ又は三 つの どちらでもよいわけであ

るが、今回は、多面的 ・多角的な視点 ・方法で学習で きるよう、学校所在地である 「東京都」

を含 め、三っの都道府県の学習 を設定 した。

(4)事 例 とする都道府県をどの ように選択す るか

事例 として取 り上げる都道府県については、次の観点か ら選択 した。

① 自然、人 口、産業、地域間の結び付 き、生活や文化 などの視点か らみて、生徒 にとって

わか りやすい明確な特色がみ られ、三っの事例を通 して最終的にこれ らの視点をほぼすべ

てカバーできるよ うな都道府県を選択すること。

② 三つの事例 を通 して、異なる視点や追究の学習 を体験できること。

③ 異 なる特色 をもつ都道府県の学習の相互比較によ り、各都道府県の特色をより鮮明にと
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らえることができるような都道府県を選択すること。

また、第二、第三の事例 とす る都道府県の選択にっいて、第二の事例は、生徒が調べやす く

東京 にはない明確な地域的特色を多 くもっている こと、第三の事例は、東京 とは対極にあるき

わだった特色 をもち、第一、第二の事例 とは、異なる学習方法を取 り入れやすいことをポイン

トとした。

なお、今回、本分科会 は、事例 とする都道府県の選択の一っの試み として、下の表の ような

項 目 ・視点に したがって選択すべき都道府県にっいて、7地 域か ら候補を上げ考察 してみた。

その結果、最終的に 「東京都」 「長野県」「鳥取県」を事例 とする都道府県 として選択 し、授

業 を組み立てることに した。

項

目

視

点

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 ・四国 九州

北

海

道

山

形

青

森

福

島

東

京

長

野

新

潟

和

歌

山

京

都

島

根

鳥

取

広

島

岡

山

愛

媛

福

岡

熊

本

沖

縄

自然環境に

関すること

位 置

地 形

気 候

0

0

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 O

0

0

0

0

0

0

人 口に

関すること

分 布

構 成

0 0

0

O

O

0

O 0

0

0

0 0 O

O

産業に

関す ること

農 業

工 業

0

0

0

0

0 O 0

0

0 0

0

0 O

O 0 0

0

0

O

O

O

O

O

地域間の結びっ

きに関すること

交通網

国際化

0

0

0 0 0 0

0

0 0 0 0

0 0

生活 ・文化

に関すること

生活・文1ヒ

歴 史

O

O

0 0 0 0

0

0 0 0

0

O

O

0

0

0

0

0 0

0

○ ・・特色がみられ る、◎ ・・いち じる しい特色がみ られる

(5)事 例とする都道府県の選択理由

〔東京都〕 学校所在地。特に人 口の集中とい う視点を中心 に、首都 としての機能、交通、

国際化な どの視点か ら取 り上げる。

〔長野県〕 日本アルプスに囲まれ、盆地や扇状地な ど変化 に富む 自然に恵まれた内陸県で

果樹栽培や精密機械工業、ダムの建設な ど、東京 に見 られない多岐にわたる明

確な特色 をもつ県であ り、生徒が主体的に取 り組みやすい県 として選択 した。

また、東京都 では、長野県に移動教室の施設をもっ所 も多 く、生徒にとって親

しみやすい県の一つ と考えられる。

〔鳥取県〕 東京都の人 口過密 とい う視点か らほぼ対極にあ り、東京都 ・長野県のいずれ と

も異なる学習方法を試みる県として、過疎化に悩み、鳥取砂丘 とい う特殊な 自

然条件をもつ ことか ら第三の事例 として選択 した。

(6)事 例とす る都道府県を扱 う学習の視点 と方法

① 内容構成の工夫
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本 中項 目の 「都 道府県」の調査活動 を 「導入」 「展開」「ま とめ」と段階的に位置付け、

調査活動の技術を習得で きるよう構成 した。

② 指導の工夫

中項 目全体を通 して主体的に学習に取 り組ませ るために、課題追究的な学習 を取 り入れ

た。 また追究結果の発表学習を取 り入れた。

③ 評価の工夫

中項 目全体 を通 して学習活動の経過をポートフォリオに保存し、自分 自身の学習活動を自己

評価す ることとした。

〔東京都〕:生 徒の既習事項 をもとに、統計資料を扱う調査方法 を学ぶ

「学校所 在地の都道府 県」である東京都にっいては、小学校での既習事項 を土台とす るこ

とができる他 、「身近 な地域」 を含む地域 であるために生徒の生活実感 を伴 った学習を行い

やすい。そ こで、生徒の学習意欲 を高めるために生徒 自身に東京都 の地域的特色 を推測 させ

る学習活動を導入 とし、その上で、推測を裏付 ける客観的な統計資料の取 り扱い方について

の学習 を行 う。また、「学び方 を学ぶ学習」 として、 ここでは前述 した視点を基に 「都道府

県 を単位 として作成 された統計資料の収集 ・選択 ・活用」の方法を学ぶ ことに主眼 を置 くこ

ととした。

〔長野県〕:様 々な視点か ら地域的特色 を明 らかにす る方法を学ぶ

前述のよ うに、長野県は、中学生にも比較的容易に見いだせ る地理的 な視点が多 く、「そ

の地域的特色 を追究 しとらえる学習 を通 して、都道府県規模 の地域の特色 をとらえる視点や

方法を身に付 けさせ る」 とい う都道府 県を扱 う学習の目標か らみて、事例 とする地域 として

適 した県の一つである。 ここでは 「課題 を設定 ・追究 ・解決す る」とい う課題解決学習を取 り

入れた。具体的には、東京都(第 一の事例地域)を 事例 とした統計資料の学習をもとに、地

域的特色 をとらえるための課題 を仮説 として資料か ら見いださせ、その課題(仮 説)を 説明

し裏付けるために資料 を収集 ・活用 して解決(検 証)さ せ る活動を行い、その結果を地域的

特色 と関連付けてまとめさせた。 この小項 目が 「自ら課題 を設定 し、追究 して地域的な特色

を明 らかにする」 とい う都道府県規模 の学習の方法を学ぶ中核 となる。 なお、 ここでの学習

の工夫については以下の通 りである。

① 内容構成の工夫

県の特色を生徒 自ら見いだ して課題(仮 説)を 設定 しその課題を検証、ま とめる学習活

動を通 して主体的に学習が行われるよ う構成 した。

② 指導の工夫

生活班 を活用 して班学習 を組織 し、課題検証を行 った。課題 を検証 してい く、いわば本

研究の中心に班学習を位置付けることによって、共同 して資料を収集 ・活用す る場面やお

互いの情報を交換する場面 を作 り出す ことのできる指導を工夫 した。また、追究結果の発

表については、個人で結果 をま とめたのちに画用紙上で再構成 させ ることで個人学習 とグ

ループ学習の連携 を図った。

③ 評価の工夫

ポー トフォ リオを活用 した評価方法で、生徒が 自分 の学習活動 を自己評価す ることは前
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述 した とお りだが、特 にこの項 目では、「形成的評価」 と 「総括的評価」を重視すること

が生徒の学習活動の適切な支援 となると考えた。 また(8)に 示す学習指導計画で、学習 目

標の達成は、授 業中における指導 と評価(形 成的評価)を 適切 に行 うことによって実現 さ

れ るものであるため、「第1段 階」 「第2段 階」時の評価 は形成的な評価 と位置付 けた。 「第

3段 階」では本小項 目の最終段階 となるため、総括的な評価を行 う。

〔鳥取県〕:地 域的特色をさらに追究 し明 らかにす る方法 を学ぶ

鳥取県は、過疎化 とい う課題 と日本随一の面積をもつ鳥取砂丘が見 られ る県である。過疎

化については、人 口分布図や人 ロピラミッドを参考に人 口はなぜ減 って しまったのか、それ

について どのよ うな対策が講 じられているのかを考察 し、鳥取砂丘 については土地利用図を

参考に、農業 には適さない士壌 をどのよ うに克服 しているのか、また砂漠化防止の技術は他

地域にどのように影響 を及ぼ しているのかなど、地域の特色 を 「動態的地誌」の方法で追究

していく方法を学んでい く(※)。

※ 「動態的地誌」の方法 とは、各地域の特色ある地理的事象(上 で言 う 「過疎化」 と 「鳥取

砂丘」)に 着 目し、それを中心に して関連す る他の地理的な事象 を有機的に関連付けなが

ら取 り上げ、最終的にはある程度総合的に地域の特色が明 らかになるよ う構成 していこ う

とするもので、各地域の特色 をとらえることのできる方法である。

(7)単 元の目標 魯

① 地理的な事象から課題 を見いだ し、追究す る過程を通 して主体的に学習に取 り組んでい

く態度 を育てる。

② 地図 ・統計資料な どを収集 ・考察 し課題を追究す る学習を通 して、都道府県規模 の地域

的特色 をとらえる視点や方法の基礎を身に付ける。

③ 追究 した結果を地図や統計資料 を活用 してまとめる学習を通 して 「地理的なま とめ方や

発表の方法」の基礎を身に付ける。

(8)学 習指導計画

① 「東京都」:生 徒の既習事項 を基 に、統計資料 を扱 う調査方法 を学ぶ:7時 間

② 「長野県」:さ まざまな視点か ら地域的特色を明 らかにす る方法を学ぶ:7時 間

第1段 階:長 野 県の地域的特色を見いだ し、課題 を設定 しよ う(第1・2時)〈 本時 〉

第2段 階 二設定課題を追究 しよ う(第3・4時)

第3段 階:追 究結果をまとめて発表 し、長野県の地域的特色をとらえよ う

(第5・6・7日 寺)

③ 「鳥取県」:地 域的特色を さらに追究 し明 らかにす る方法を学ぶ:5時 間

学習目標 学習活動 指導上の留意点 評価規準

東 ・「身近な地 域」の学 習を ・地 域 的 特 色 の裏 付 けと ・資料の活用方法 ・「身 近 な地 域 」の

京 振り返 り、地域的特 色を なる資料の活用法を学 や 地 図 化 、統 学習を基に地

都 見いだす(東 京都 内 の ぶ 。 計資料のグラフ 域的特色を見

■ 一地 域 の特 色 となる)
。 ・「都 道府 県を単位 として 化 につ いて は 出すことができ
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導 ・既習 事項 を基 に東 京都 作成された統計資料の 教師が支援を たか(思 考判

入 の地域的特色を追究す 収 集 ・選 択 ・活用 」の 方 行 う。 断)。

7 る 。 法を学ぶ。 ・本 単元 の導 入と ・結果を地理 的な

時 ・追究結果 を発表し、友人 して生 徒 の 意 方法でまとめる

間 に伝 える。 欲 を高めること ことがで きたか

に重 点を置 く。 (資 料活 用)J

長 第 ・資料 を活 用 し長 野 ・図書室を利用し、文献資 ・教 科 書 ・地 図 帳 ・長 野県の特色を

野 1 県の特色を見いだ 料 から特 色を見つ ける
・文献資料を準 積極的に見つ

県 段 す 。 (個 人 学 習)。 備 してお く。 け出していたか

● 階 ・長 野県 の地 理的 事 ・各 自で見いだした特色 に ・自分で見いだせ (関 心 ・意 欲 ・

展 ● 象がそれぞれ関連 つ い て 、そ の理 由を仮 ない 生 徒 につ 態 度)。

開 2 し特色として成り立 説 を立てながら班 で話 いては教師が ・長 野県の特色を

7 時 っていることに気付 し合 う。 適宜支援する。 資 料 か ら見 い

時 間 く。
・発 表形 態(追 究 だす ことができ

間 n ・学習事項 を整理 し は 個 人 学 習 。 たか(資 料活

本 自ら課題を設定す 発表は班でまと 用)。

時 る 。 める)に つ いて

v 知 らせ 、見 通 し

をもたせ る。

第 ・目 当てとした資 料 を ・収集 した資料の中から追 ・追 究課 題 と選択 ・適切 な資料を選

2 収集 し、課 題 を追 究課題の内容を説明 資料との整合 択し活用するこ

段 究する し、裏付けているものを 性を常に確認 とができたか

階 ・追 究結 果 の発 表方 選択 し活用する。 させ る。 (資料活用)

o 法 を考えてまとめ ・発 表 用 紙(B5版 の画 用 ・地 図 や 統 計 資 ・長野県の地域的

2 を行 う。 紙)を 配 布 し、レイアウト 料を適切に使 特色と関連させ

時 に留 意 しな がら資料 を 用して発表資 ながら課題追

間 作成する。 料を作成するよ 究 を行 うことが

う指示 す る。 できたか(思 考

判 断)。

第 ・調 査結 果 を発 表 し、 ・学習成果を班ごとに発表 ・大 きな声 で分か ・追究成果を十分

3 学習成果を共有す し「調 査 内容」「発 表方 りや す く発 表 さ に発表す ること

段 る 。 法 」のよいところに着 目 せ る。 ができたか(資

階 ・追 究結果 を基 に長 す る。
・聞 き手 にメモ を 料活用)。

o 野県の地域的特色 ・長 野 県 のキャッチ フレー とらせ る。 ・長野県の地域的

3 につ いてまとめる。 ズを考 え、地域 的 な特 ・読 んで楽しいキ 特色を踏まえて
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時 色を明らかにする。 ヤッチ フ レー ズ キャッチ フ レー

間 を作成させて ズを作成 するこ

学習 をまとめさ とが で きたか 。

せ る。 (関 心 ・意 欲 、

思考判断)

鳥 ・地 図や 統計 資料 に親 し ・人 口分 布 図や 人 ロピラミ ・自分 で見いだせ ・鳥取県の地域的

取 み 、地域 的特 色を 自ら ッド、土地利用図などの ない 生 徒 につ 特色を自分なり

県 理解する方法を身に付 資料から地域的特色を いては教師が に見いだすこと

■ ける。 見い だす。 適宜支援する が できたか 。

深 ・身 に付けた方法により課 ・特 色 を追 究する視 点 に ・都 道府 県規模の (関 心 ・意 欲 、

化 題を解決する。 ついても設定する。 調査学習のまと 思考判断)

5 めとして各 自の ・都道府県規模の

時 活動に適宜支 追究結果をまと

間 援 す る。 める方法に習

熟できたか。

(資料活用)

【単元の評価規準(総 括的評価)※ 「長野県」のみ】

① 長野県の特色を積極的に見いだす ことができたか。 〈関心 ・意欲 ・態度 〉

② 長野県の特色を資料か ら見いだす ことができたか。 〈資料活用 〉

③ 適切な資料を選択 し活用す ることができたか。 〈資料活用 〉

④ 長野県の地域的特色 と関連 させ なが ら課題追究を行 うことができたか。 〈思考判断 〉

⑤ 追究成果を十分に発表することができたか。 〈資料活用 〉

⑥ 長野県の地域的特色を踏 まえてキャッチフレーズを作成できたか。〈思考判断 〉

(9)意 欲 を高め持続 させ るためのポー トフォ リオを活用 した評価について

本研究においてポー トフォ リオ を活用 した評価 を用いた理 由にっいては前述 した とお りだ

が、 この評価を用いることについては、 この評価 の特性(学 習が進 めば進むほどファイルが

厚 くな り生徒の自己評価 も深化 していく)を 生かせ るよ う次のような指導をした。

① 追究過程で手に入れた資料は必ずポー トフォ リオに保存す る。

② 集 めた資料の出典 ・年次 を明記する。

③ 毎時間の終了時に学習を振 り返 り自己評価する。

④ 毎時間の最初に前時の 自己評価 を確認 して授業 に臨む。

このよ うな指導を積み重ねることによって生徒の意欲を高め持続 させるよ う工夫 した。

(10)本 時(第1段 階)の 目標

① 資料を活用し長野県の特色を見いだす。

② 長野県の地理的事象がそれぞれ関連し、特色として成り立っていることに気付く。

③ 学習事項を整理 し自ら課題 を設定す る。
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〈第1段 階 第1時(図 書室)〉

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準

導 ・生徒 と長野県 ・移動教室スキー実習 ・小学生時代 の移動 ・ビデオに関心 を

入 の関連 ビデオ を見 る。(全 教室の事を想起さ もち学習への意

● ・今後の学習の 体) せ る 。 欲 をもてたか。

10 説明 ・内容 の メモ を と る。 (関心 ・意欲/観

分 (全 体) 察)

展1 ・長野県の特色 ・資料 を収 集 しワー ク ・長 野県の地図や統 ・積極的 に資料 を

開 を見いだす。 シー トに メモす る。 計資料を活用する 探 し特色を とら

9 (個人) ・それぞれの特色の え た か 。(資 料

30 ・個人で集 めた ものを 関連に気付かせ る、 活用/ワ ー クシ

分 班でま とめて画用紙 一 ト)

に書 く。(班)

ま ・特色を相互 に ・特 色 を 自然 ・交 通 ・ ・一 っ の 条件(例 「雪 ・見いだ した特 色

と 関連付ける。 農 林 業 ・工業 ・観 光 が多 い」)が 複 数 相互の関連に気

め ・次時の予告 ・そ の他 に分類 し、 の事象(例 「スキ 付 いた か。(資

10 相互に影響 している 一 が で き る」 「農 料活用、思考判

分 ものを結ぶ。(班) 業 用水 とな る」) 断/ワ ー クシー

にかかわるこ とを ト)

補足説明す る。

〈第1段 階 第2時 〉

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準

導 ・本時の説明 ・「長 野県 は○○ だか ・前時 の特色相互 の ・仮説作 りの手順

入 ・前時の補足 ら△△ なの だ ろ う。」 関連 を例に しなが を意欲的に聞い

● と仮説作 りの説明 を ら説 明す る。 てい るか、(関心

5 聞 く。(全 体) 意欲/観 察)

分

展 ・仮 説 を作 る。 ・特 色 の項 目(自 然 、 ・自由に発表 し合 い ・特色か ら仮説 を

開 交 通 、農林 業 、工業 、 な るべ く多 くの仮 考える ことがで

■ 観光 ・その他)を 使 説 を立て られ るよ きたか。(資 料

40 って仮説 を作 る。 うに促 す 。 活用 ・思考判断
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分 (班) ・班 ごとの学習進度 /ワ ー クシー ト

・活動の中で気付いた に配慮 して作業 さ

ことを メモす る。 せ る。

(個人)

ま ・仮説 を検証す ・収集 した資料 を整理 ・検証のための資料 ・仮説 を検証する

と るための話 し し次時への見通 しを がそろっているか 資料の整理がで

め 合い もつ 。(班) 確 認 させ る。 き た か 。(資 料

5 活用/ワ ー クシ

分 一 ト)

(11)授 業の考察

本単元では、長野県についての地域的特色が どのよ うな要因で成 り立ってお りそれが どの よ

うな影響 を及ぼすのかとい う課題追究の方法 として、仮説を設定 しそれ を検証す る学習活動 を

取 り入れてみた。そのことによって、生徒が主体的に課題を考 え意欲的に資料を収集 し課題 を

解 決 しよ うと検証活動 を展開す るであろうと考えた。本時以降 の授業 も含 めた授業に関す る考

察は以下の通 りである。

① 適切な資料を収集 ・選択 ・活用できたか

生徒は、小学校で調べ学習の経験があるとはいえ、中学校1年 生 とい うことを考えると、

予想をはるかに上回 り、とても的確で迅速な資料 の収集 ・選択を行った。その理由 として

は、第一 の事例地域である東京都での学習で統計資料等の取 り扱 いを学んでいたことがあ

げられる。 また、資料の中か ら適切な情報を選択 し項 目や視点別に分類するとい う作業に

おいて も、東京都の授業ですでに経験 しているため戸惑 うこ とな く分類す ることができた。

以上か ら、生徒の既習事項をもとに、統計資料 を扱 う調査方法 を学ぶ といった東京都 での

学習が生かされることがわか り、単元構成を工夫 した成果があ らわれた。

② 適切な仮説 を設定することができたか

仮説の設定 とい う初めての体験に戸惑 う様子が予測 されたため、生徒 には 「長野県は○

○だから△△なのだろ う」 とい う仮説設定のパターンを事前に示 した。項 目(自 然 ・交通

・農林業 ・工業 ・観光 ・その他)別 に仮説を設定 したが、例えば最初は 「雪が降るか ら、

山が多いか ら、スキーがで きるんだろ う」 といった発展性の乏 しい仮説が多かった。そ こ

で、 「雪や山は他 に交通や農林業、工業に どんな影響があるだろ うか?」 と教師が助言 し

てみたところ、それまでの仮説が 「四方を山に囲まれている長野県で レタスの生産が多い

のは、気候だけでなく場所 も関係 しているはずだ」 と変化 した。以上の ことか ら、教師が

助言す るとい う支援が仮説の設定、つ まり課題 を考える上で とても重要であることがわか

った。下の事例は生徒の立てた仮説の一部である。

「野菜や果物作 りがさかんになったのは、自動車輸送 も発達 してきたからであろう

「長野県に観光客がた くさん来たから、 自然破壊 の問題が増加 し始 めたのだろ う」
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「精密機械や電気機械 が発達 したのは工業をするのに適 した所 だからであろ う」

③ 仮説検証型の授業は生徒の学習活動 を促 し主体的に学ぶ力を身に付ける学習方法 として

適切であったか

グルー プで情報をもち寄 り仮説 を検討 し合 うとい う生徒主体の学習活動を行 うことで、

教師主導型の一斉授業 とは異なった反応が見 られた。仮説 を設定するためには、班員か ら

の情報を収集 しなければな らず、おのず とリーダーを中心に全員が参加する形式が とられ

た。仮説 とはいえ、根拠のある情報 を見つけなければ検証す ることにな らない。そ こに 自

ら学ぼ うとす る意欲が生まれ、活発に学習活動 を行 うとい う結果 となったのである。 この

動きは、検証=証 明す るとい う今後の授業でさらに高 まるはずである。また、前述 した よ

うに、仮説を設定するために適切な支援を行 うことにより、学習が深ま り、「本 当か な?」

「なぜだろ う?」 といった疑問がわき、生徒の 目が生 き生きとしだ して、最後には 「次の

時間ももっとや りたい」 とい う発言もみ られた。 このことか ら、仮説検証型の課題解決学

習は、学習す ることに対する意欲 を高めかっ持続 させ る有効な学習方法だった と考 える。

3地 理的分野の研究のま とめ と今後の課題

(1)研 究のまとめ

① 仮説検証型の学習は学習意欲 を継続 ・定着させる

本分科会では、選択 した3つ の都道府県をそれぞれ 「導入」「展開」 「ま とめ」 と位置付

け、常に主体的に学習 させ ることを意識 した。具体的には、 自ら課題を設定 し追究 し解決

してい くとい う課題解決(仮 説検証)学 習を取 り入れた。生徒同士の話 し合いはもちろん、

教師 との話 し合い(支 援)や ポー トフォリオを活用 した評価による活動 に時間をか けて課

題設定を行った結果、「次の時間 ももっとや りたい」 「で もこれって本 当かな?」 といった

発言がみ られた。 このことから、仮説検証型の学習を取 り入れたことで、課題設定時にお

け る意欲 が高まっただけでなく、持続するのに も成果が あった と考 える。

② 教師の様 々な支援の工夫が生徒 に自ら学ぶ力 を身に付 けさせ る

課題 を設定す るには、まず適切な資料を収集 ・選択す る力が必要となる。 本研究では、

「学び方を学ぶ」基礎 ともいえるこの力を東京都 の学習 において学習 し、長野県において

課題 を設定(仮 説)・ 追究(検 証)す る活動を行 った。課題 を設定するに 当たっては、簡

単に設定 させることを避 け、発展性のあ る課題 となるまで何度 も教師による助言 を行 った。

課題の追究過程にお いても同様に じっ くりと考 えさせ る時間 を与えた。 この結果、資料を

基 にもっと調べよ うとす る姿勢や、グループで知恵を出 し合お うとする話 し合い活動が活

発 に行われ、積極的に学習することができるよ うになった。

③ ポー トフォ リオ を活用 した形成的評価の工夫は生徒の学習意欲 を高める

近年、評価方法の工夫改善が求め られている。本研究でも単元 を通 してポー トフォ リオ

を活用 した評価の工夫を行 った。 この評価 は、教師が生徒の学習活動を評価す るだけでな

く、生徒が 自分の学習活動 を記録 ・保存 したものを通 し自己評価するといった特色 をもつ。

今回の課題解決(仮 説検証)学 習では、前述 したよ うな成果がみ られたが、ポー トフォ リ
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オを活用 した評価方法を取 り入れ ることでその成果が さらに顕著になった。

例えば、自分のポー トフォ リオを常に振 り返る環境を与えることにより、教師の記入 し

たア ドバイス等が課題解決の糸 口となった。時には、学習物等を振 り返って原点に戻って

みた り、過去の学習物等 の中か ら意外 な情報を得た り、追究結果 をま とめるキャッチフ レ

ーズ作成の際のキー ワー ドを見っけた りすることができた。以上の ことか ら、生徒 自身が

自分の学習にポー トフォ リオを活用 し自己評価す ることは、生徒 の学習意欲 を高め、主体

的な学習 をよ り一層充実 させるために大変有効であった。

(2)今 後の課題

意欲を高め 自ら学ぶカを育てる上でポー トフォ リオを活用 した評価が有効であることは前項

で述べた通 りだが、課題解決(仮 説検証)学 習の場合 、調べ学習や話 し合い活動 に時間が取 ら

れて しまい、評価 の扱いがおろそかになって しまいがちであった。教師による支援 とポー トフ

ォ リオを活用 した 自己評価のバランスをいかに うまくとってい くかが今後の課題 である。

また、今回取 り扱 った単元では、 「学び方を学ぶ」ための学習 として課題解決(仮 説検証)

学習 を取 り入れたが、各項 目のね らいにあった学習方法 としては限界があると感 じた。今後、

各項 目のね らいにあった学習方法の さらなる工夫 と開発が不可欠であると思われる。
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1▽ 歴 史 的分 野の研究 内容

1歴 史的分野研究副主題及び副主題設定の理由

歴史的分野研究副主題

体験的な学習や課題解決学習を通して、学習意欲を高め、主体的に学習する態度を養う

自ら学ぶ力は、生徒が主体的に学習す る中で こそ育成 できる。 生徒が主体的に学習す るか ど

うか は、学習意欲を育てるこ とが大 きなキーポイン トになる。歴史の学習が、従来 なが らの知

識詰 め込み ・ll音記型の学習 、教科書の記述 中心の網羅的 な内容 、教師主導の講義形式の授業 だ

けでは、学 習意欲が高まることもな く、主体的な学習は期待で きない。従来の授 業か ら脱却 し、

指導 内容(単 元 ・教材)、 指 導方法(授 業形態)を 工夫す るこ とによって、学習意欲 を高め、

主体的 に学習す る態度を形成す ることが重要である。

生徒が主体的に学習す るのは、具体的な事象 ・事物や 身近 に感 じる内容 を学習 した ときや 、

課題解決学習を行った とき、何 らかの体験 を した とき、あるいは専 門家な どの話に触れ る学習

をした ときな どである。本分科会では、 これ らの ことを歴 史的分 野の学習で具体化する ことに

より、生徒の学習意欲 を高め、主体的に学習す る態度 を育成す る ことがで きる と考 えた。

具体化のために、現代にまで続 く伝統文化 について、身近にい る専 門家か ら生徒が気軽 に教

えても らいなが ら体験する学習 を工夫 してみた。 当時の文化が現在 まで続いている こと、身近

に専 門家がいて気軽に教えて もらえること、50分 か ら1時 間程度 の授業時間内で生徒 が比較的

簡単 に体験が可能な内容であるこ とが こ うした体験的 な学習の条件 となる。 また、生徒が 自分

の もの と して とらえた課題 を 自ら調べて解 決 し、その経過 ・結果等を工夫 してま とめ発表す る

といった課題解決学習 を取 り入れ 、まとめの方法や発表の方法 を工夫 して表現力(プ レゼ ンテ

ー シ ョン能力)の よ り一層 の向上 を図 ることとした
。

以上の ような指導内容、指 導方法 で生徒の学習意欲や主体的 に学習す る態度を育成 してい く

ためには、教師が適宜評価 を行 い生徒及び教師 自身ヘ フィー ドバ ック して、授業 に生 か してい

か なければな らない と考 え、評価方法の工夫 も試みた。一っは、 自己評価 の工夫 である。 もう

一つ は
、形成的評価の工夫であ る。平成12年12月 に提言 された教育課程審議会答 申 「児童生徒

の学習 と教育課程の実施状況の評価 の在 り方について」の中で 、評価方法の改善 として 自己評

価や 生徒同士による相互評価の有効性や、学習 の過程にお ける生徒 の作品な どを保存 し学習 の

進め方な どの指導 に役立て る評価 の有効性が指摘 されている。 そこで、生徒の 自己の学習状況

を評 価す る力 を高めるとともに、教師が指導 に生かす評価 の工夫 として、最近、総合的な学習

の時 間な どで行 われているポー トフォ リオを活用 した評価 方法 も検討 し取 り入れ た。

以上の よ うな指導内容、指導方法、評価 の工夫が 、有効に作用 し、生徒の学習意欲 を高め、

主体的 に学習する態度を形成す ると考え、歴史的分野の副主題 を設 定 した。

2検 証授業

(1)単 元名 「東 アジア世界 と中世社会 の変動」《学習指導要領 内容(3)中 世 の 日本》

(2)単 元設定の理 由
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学習指導要領の 中の歴史的分野 「2内 容」の 「(3)中 世の 日本」では、今回の改訂で新た

に加 わった 「目標(1)」 の 中の 「我が国の歴 史の大 きな流れ … ・を理解 させ 」が示す よ うに、

鎌倉 から室町時代 を一つの歴 史の大 きな流れ として と らえた学習展開 を図る必要がある。また、

「第3指 導計画の作成 と内容 の取扱い」に、 「・… また、生徒 の主体的 な学習を促 し、課題

を解決す る能力 を一層培 うため、各分野にお いて、第2の 内容 の程度や範 囲に十分配慮 しつつ

事項 を再構成す るな どの工夫を して、適切な課題 を設 けて行 う学習の充実を図るよ うにす るこ

と」 とある。 このことか ら、 この単元では内容 を再構成 し、 「体 験的 な活動」 と 「ワー クシ ョ

ップ」 を取 り入れた課題解決型の学習方法 を取 り入 れ ることとした。

「体験的な活動」 と 「ワー クシ ョップ」 を大きな柱 と して単元 を再構成 した場合、中世 とく

に室町時代の文化 は、今 日の生活様 式の基礎 として多 くの ことが伝わってお り、生徒 にとって

体験 しやす く分 か りやす い活動 を設定で きる。 「自ら考 え 自ら学ぶ」 「学び方 を学ぶ」 とい っ

た学習指導要領 のね らい に近づ けるには、第1学 年か らの早い段階 に今回の検証授業 で行 うよ

うな体験 的な活動を取 り入れた課題解決 型の学習等 を設定す る ことが有効で あると考 え られ

る。 また、 ここでは形成的評価 を重視 し、ポー トフォ リオを活用 した評価 を取 り入れた。その

ことで、生徒に基礎 ・基本の定着 を図 り、学習意欲 を喚起す ることができるもの と考えた。

以上 のよ うな理由か ら、 「中世 の 日本」の 中の 「東アジア 世界 と中世社会 の変動」 を検証授

業の単元 として設定 した。単元の進 め方 と しては 「体験 的な活動(伝 統文化の継 承者 を講師 と

して招 いての体験)と 「ワー クシ ョップ(講 獅 へ の質問や意見交換)」 をきっかけ とし、体験

した こ とに関連す る項 目を調べ、班 ごとの 「新聞」にま とめ、屋台村 ローテー シ ョン方式(※)

で全員が発表を し互いに学ぶ ことと した。以上の 「課題解決学習」を10時 間で扱 う構 成 とした。

※ 「屋台村 ローテー シ ョン方式」 とは、少人数 の人間が各発表会場 に足を運びすべての発表

を聞 く形態 の発表方法をい う。

(3)単 元の 目標

① 武士や民衆の活力 を背景 に して生み出 され た新 しい文化(中 世の文化)の 特色について

理解 させ る。

② 中世の文化 とかかわ りのある人物や事件等か ら、中世社会の変動 を とらえ させ る ととも

に、東アジア世界 とのかかわ りにも気付 かせ る。

③ この時代に生み 出 された文化 が、今 日の伝統 文化の原型になっていることに気付かせ る。

④ 体験的な活動や ワー クシ ョップの経験 と、自らの課題 を設定 し解決 してい く中で、主体

的 に学習す る態度 を育て る。

(4)学 習指導計画(10時 間扱 い)

時 学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準 と方法(形 成評価)

1 課題の設定の準備 ・各時代の文化 の写真 を並び替 え ・(コ ー ス)茶 道 、 〈関〉意欲的にクイズに参

・中世の文化のあ る クイ ズ を行 う。 華 道 、 能 楽 、 加 して い る か。(教 師 に

らま しにっいて ・体験 する文化の内容 と講師の説 水墨 画、 よる観察)

知 る 。 明 を聞 く。 祭唯子 〈関〉 体験 す る コー スを積
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・自分が 体験 す る コー ス を選 ぶ
。

・これ か らの学 習 の 進 め 方 につ い

ての説 明を 聞 く。

・ポー トフ ォ リオ の説 明 を 聞 き必

要事項 を記入 す る。

・どの コー ス も

7～8人 に な

る よ う調 整 す

る。

極 的 に選 ぼ うと してい る

か。(教 師 に よ る観 察 、

ポー トフォ リオ)

2 課題の追究

・体験す る文化に

関する調べ学習

・ワークシ ョツプ

の準備

・コース を確認 す る。

・コー ス ご とに 分 かれ 体 験 す る文

化の調べ学 習 を行 う。

・ワー ク シ ョップ の 先生 に対す る

質問 を考 え、班 でま とめ る。

・ポ ー トフ ォ リオに 必 要事 項 を記

入す る。

・調 べ 学 習 が 短

時 間 で 終 わ る

よ うに 、 コー

ス ご とに 調 べ

や す い 資 料 を

準備 す る。

・簡潔 に ま とめ

られ る よ うに

ワー ク シ ー ト

を作成す る。

〈関〉積極的に調べ学習に

取 り組んでいるか。(教

師による観察、ワー クシ

ー ト)

(思〉 自分の選んだ文化に

ついて現代 との関連な ど

を とらえなが ら適切な質

問がなされているか。(ワ

ークシー ト)

この間、質問内容をまとめ講師に質問項 目を送 り、打ち合わせを行 う。

3 課 題 の深 化

・講 師 との ワー ク

シ ヨツプ

・中世の文化体験を行 う。その後、

講師 とワー クシ ョップ形式の意

見交換会を行 う。

・講師が指導する内容

茶道、華i道、水墨画、

祭唯子、能楽

・ポー トフォ リオに必要事項 を記

入する。

・事前にワークショッ

プ の進 め方に

ついて指導 し

てお く(進 行

役は生徒)、

・自分た ちの調

べた ものが現

代の 日本 の社

会生活 と ど う

結び付 い てい

るかを 中心に

話を聞かせ る。

・体 験の 中で疑

問に思 った こ

とを積極 的 に

聞 く姿勢 を も

たせ る。

〈関〉 自ら選んだ体験に進

んで取 り組めているか。

(教師による観察〉

(関〉予め考えてきた疑問

点や体験 の中で生 じた疑

問点を適切 に質問 し、答

えをワークシー トに記入

してい るか。(教 師に よ

る観察、ワークシー ト)

〈関〉意欲的にポー トフォ

リオの記入を行 っている

か。(教 師に よる観 察、

ポー トフォ リオ表)

4 課題の設定 ・体験 した文化 との関連か ら、 自 ・準備 した室 町 〈関〉課題決定の話 し合い
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・自班 が取 り組む 分た ちの班が取 り組 んでみたい 時代の構造図 に積極的に参加 している

課題を決める 課題を決定する。 を参 考 に 、 各 か.(教 師による観察)

〔課題設定〕 班 で取 り組 む 〈思〉 自分たちの班が体験

政治の流れ1(元 冠～室町幕府 課題 を選ぱせ した文化と各課題 を関連

の 成 立)、 政 治 の 流れ2(南 北 る 。 付けて考察できているか

朝～戦国時代)、 貿易と東アジア ・決 ま らな い と (教師による観察)。

の動 き、 産業 の 発 達 、人 々 の生 き は 、 どの 体 〈関〉個人の課題 を積極的

活な ど 験 グルー プが に設定 しているか。(教

・自分た ちの班 が取 り組む課題が どの課題 にふ 師による観察)

決定 した ら、個 人の取 り組む課 さわ しいか話

題を決定す る。 し合 わせ る。

i

5 課題の追究 ・各 個 人 の 取 り組 む 課題 を調 べ 、 ・新聞の 仕上 げ 〈資〉 ワー ク シー トへ 自分

・各 自が取 り組む そ の 内 要 を ワー ク シー トに ま と はペ ン書 きで の調べたことが的確 にま

6 課 題 を調べ 、 ま め る。 そ の 際 、体 験 した文 化 と 行 わせ る。 とめ られ て い る か。(ワ

と め る 。 の関連についても考える, ・図 や イ ラ ス ト 一 クシー トの分析)

7 ・新 聞 の レイ ア ウ トを決 め 、 ワー な どを多 く使 〈思〉体験 した文化 との関

クシ ー トの 内 容 を レイ ア ウ ト用 い、視覚 に訴 連 について新聞の中でき

紙に記入す る。 える方 法 を考 ちんと触れられているか

・レイ ア ウ ト用 紙 を張 り合 わせ 、 え させ る。 (教師による観察)

新聞を仕上げる。 ・新 聞 の 大 き さ 〈資〉新聞の レイア ウ トや

はB3版 とす 内容が分か りやす く的確

る 。 に作 られているか。(教

師による観察)

〈資〉様々な資料を適切に

用い、新聞が作 られてい

るか。(教師による観察)

8 発表の準備 ・発表原稿を班で分担 しワー クシ ・発 表 原 稿 は 一 〈知〉 自分の発表内容を理

・各班の課題に沿 一 トに記入す る
。 人200字 程度 と 解 してい るか。(教 師 に

った新聞作 りを ・互い に発表 原稿 を見せ合 う。 す る 。 よ る質問 ・観 察)

行 う。 ・発 表 の ロー テ ー シ ョンを決 め
、 〈資〉分か りやすい発表に

練習をする。 なるよ う工夫 しているか
L

(発表原稿)

(関〉班の話 し合 いに積極

的に参加 しているか。(教

師による観察)
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9 課題の発表 ・新 聞 を も とに屋 台村 ローテ ー シ ・各 発表 は質 疑 〈関〉発表を意欲的 に聞い

・新 聞作 りを もと ヨン方式で発表 を行 う。 応 答 を含 めて て、積極的に質問できて

に追究 した課題 ・発 表 は ワー ク シー トに記 入 しな 6分 間 とす る。 い るか 。(教 師 に よる 観

についての発表 が ら聞 く. ・一 度 に5っ の 察)

を行 う。 ・その場で思いっいた疑問は発表 班 が 発 表 し、 〈資〉わか りやす く正確 に

者 に質 問 してい く。 それ を6回 繰 発表できているか。(教

・発表が終わった ら各班の隊形 に り返す 。 師による観察)

戻 り、 自分が闘けなかった班の ・取材側 と発表 〈知〉質問に対 して的確に

発表内容を確認する。 側に分かれて、 応答ができているか。(教

・ワー クシー トを完成す る。 ロ ー テ ー シ ョ 師による観察)

ン しなが ら発 〈思〉発表を聞いて、的確

表 させ る。 な質問をすることができ

て い るか0(教 師 に よ る

観察)

io 課題の発展 ・ワー ク シー トを もとに 、今 回 の ・ フ リ ー の デ ィ 〈資〉 自分の考 えをきちん

・発表 会で 自 らが 学習で学 んだ ことや考えたこと ス カ ッシ ョ ン とまとめて発表できてい

感 じたことを発 を発表す る。 形式 るか。(教 師に よ る観 察、

表す る。 ・学習評価表 を記 入 し、今回の学 ワ ー ク シ ー ト)

習で学ん だことをまとめ、発表 〈思〉 中世の文化か らその

す る。 時代の政治 ・外交の動き

や民衆の生活について考

えを広げることができて

いるか。(教 師 に よる観

察 、 ワ ー ク シ ー ト)

〈関)… 関心 ・意欲 ・態度 〈思〉…思考 ・判断 く資〉…資料活用の技能 ・表現(知)… 知識 ・理解

【単 元 の 評 価規 準(総 括 的評 価)】

①

②

③

④

個 人の体験や班学習、個 人の調 べ学習 に意欲的 に取 り組め たか。 〈関心 ・意欲 ・態度〉

中世 の文化の特色 をその時代背景の中で理解す る ことがで きたか。 〈知識 ・理解〉

中世 の文化を現代社会 とのかかわ りの中で理解す る ことがで きたか。 〈知識 ・理解〉

中世の文化か らその時代の政治 ・外交の動 きや民衆 の生活 について考えを広げ ることが

できたか。 〈思考 ・判断〉

⑤ 様 々な資料 を適切 に用いて新聞を作 ることがで きたか。 〈資料活用の技能 ・表現〉

⑥ 学習 した事項 を分か りやす く発表 できたか。 〈資料 活用 の技能 ・表現〉

① ワー クシ ョップや発表会で適切な質問 を した り、適切に答えた りす ることがで きたか。

〈思考 ・判断〉
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(5)本 時の 目標

① 中世 の文化を体験 し、講師 と意見交換 をす ることで中世 の文化に対す る関心を高める。

② 中世 の文化の特色 を現代社会 との関連 でとらえ させ る。

③ 中世の文化が どの よ うに して生み出 されたのかを考 えさせ る。

(6)本 時の展開

学習内容 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準と方法

と学習 の形態 (形成的評価)

導 ・授 業 の進 ・本時の授業 ・リー ダー(進 行 役) 〈関 〉前向 きに課題 に取 り組

入 め方 と要 の進 め方 と との事前 打 ち合 わせ も うと して い る。(教 師 に よ

3 点 要点を理解 を行 う。 る観 察)

分 ・授 業 の講 す る。(グ ル ・講 師 へ の 接 し方 に つ

師の紹介 一プ) いて事前指導す る。

展 ・中 世 の文 ・グル ー プ ご ・体験活 動が 円滑 に行 〈関 〉 自らの課題 に進ん で取

開 化の体験 とに自ら選 われているか観察 し、 り組 め て い る。(教 師 に よ

1 んだ 日本 の 生徒 のつ まず きを見 る観 察 ・ホ㌧ トフォリオの記 入 状

35 伝統文化を つ け る。 況)

分 体験す る。 (生徒 が体験す る文化)

(グ ル ー プ) 茶 道 、 華 道 、 能 楽 、

※1グ ルーフ.7 p子 、水 墨 画

人～8人

展 ・意見交換 ・事 前に準備 ・話 し合 いに参加 で き 〈 関 〉疑問点 な どを整理 し意

開 と疑問点 した質問表 ない生徒 に は、つ ま 見交 換 を行 い ワークシートの 記入

II の整理 を参考 に し つ いて い る点 を闘 き 、 をす る こ とが で き る(ワークシート》

7 なが ら意見 参加 で きるよ うに支 の記 入状 況 ・教 師に よる観

分 交換を行う 援す る。 察)

(グル ー プ) ・意見交換 が進 ま ない 〈 関 ・思 〉 ワークショッフ.の 中 で 生

班 には グルー プ に教 じて きた疑問点 を適切 に質

師が一 時的 に参加 し 問する ことができる(話 し合●

助言す る。 いへ の参加 態度 ・教 師 によ

る観察)

ま ・講 師 へ の ・代表者 が講 ・事前 にお礼 の言 葉 を 〈表現〉適切な言葉でお礼が

と お礼 師へお礼を 考 え させ て お く。 で きる。(教 師による観 察)

め 述 べ る。

5 (グ ル ー プ)

分 ・学 習 内 容 ・この 時 間 に ・中世文 化 と現 代社 会 〈 関 〉意 欲 的 にホ㌧ トフォ財 へ の

の整理 学んだ こと と の つ な が りに つ い 記入を行 なっている。

な どをホ㌧ ト て 考 え させ る。 (ホ㌧ トフォ財 の記 入 状 況 ・教 師

フォリオに ま と による観察)

め る(個 人)
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(授業の実際)

会 場 図

◇能碧 騨
,:J
ovJ ぐ》

、(ジ3

「 で『
(ワ ー クシ ョップ の記 録 か ら)

生徒の質問

華道 コー ス

・生 け花 に さす花

には決 ま りが あ

るのか。

・どうい うことを

考 えなが ら花 を

生けるのか。

講師の答え

・特 にな いが、 とげのある ものや に

お いの ある ものは避 ける。 場所や

目的 によっていけるものが変わ る。

・これか らい ける花 の よさをいか に

生かす かを考 える。

花 を生か してあげることが楽 しく、形になってい くのが うれ しい と先生がお っ しゃって

いたけれ ど、体験 を してみてその気持 ちが よく分かった。

茶道 コー ス

・礼儀作法 は どの

よ うな ことで決

め られたのか

・茶道 ではなぜ こ

んなに礼儀が大

切 なのか。

・窮 屈な もの ではな く相手 を思いや る

気持ちか ら決 め られたもので ある。

・茶道 は 「和 」 に始 ま り、 「和」 に終

わる。相手 を尊敬 する気持 ちを表す。

物事 は 「礼」 に始 ま り 「礼」 で終 わ

るもので ある。
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煎茶は5人 一組 で行 う作法がある。一期一会 とい う先 生の言葉 が印象的だった。先生に

教 えてもらった ことを家 に帰 って家族に教 えた ら驚かれ た。

能 楽 コー ス

・能 楽 を してい て

た め にな った こ

とはf可か。

・能 楽 をや る と き

に大切 に して い

る こ とは何 か。

・古典 に 詳 し くなれ た。四 季 の移

り変 わ りや 空 気の移 り変 わ りが

分か るよ うにな った。

・離 見 と言 っ て役 をや ってい る 自

分 を離 れ てみ るこ と。初 心 忘す

るべか らず。

能 を教えてもらえて楽 しか った。今回の学習で 日本 の文化 はほ とん ど正座を してや るこ

とが分か りがっく りきた。正座 を したので少 し足が痛 かったけれ ど逆にその痛みが思い出

になって忘れない と思 う。

U子 コー ス

・p子 は どんな

ときにす るのか

・どん な ところ が

面 白 いのか。

・祭 嚇 子 を始 め た

た き っかけ は?

・夏や 秋 の 祭 りの 時 の ほ か に結 婚 式 な

どの お 祝 い の 時 にや る。

・5人 で 競 い 合 っ た り、絡 み合 った り

す る と ころ。

・小 さい と き か ら祭 が 好 き だ った 。 親

もや っ て いた の で抵 抗 が な か った 。

小 さい子供か らお年寄 りまで誰 でもで き、保存会の中には90歳 の方 もい るとのこと。一

曲の中で笛を聞かせ るところや締太鼓 を聞かせ るところな どが あることが分かった。

水墨画 コース

・「墨 は五彩 を兼

ね る」と言われ

るが本 当か。

・先生がよく描か

れ る絵は?

・墨 と水 の量 に よって色 が変 化 して い

き 、5色 以 上 に見 えて くる。 だか ら

本 当だ。

・鳥や花 な ど自然 の絵 を多 く描 くこ と

が多い。

今 回の学習 で習字 と水墨画の ことが少 しだけ好 きになった。 室町時代の学習では絵 のこ

とを調 べてみたい と思 う。

(7)本 時の評価

① 意 欲的に体験活動 を行い 、意見交換 を行な うことがで きたか。 〈関心 ・意欲 ・態度 〉

② 中世の文化が どのよ うに して生み出 されてきたのか を考 えることができたか。

〈社 会的思考 ・判断 〉

③ ワークシートを使 って うまく意見交換 を行 い、記入す るこ とがで きたか。 〈資料活用 ・表現 〉

④ 中世の文化の特色 を現代社会 との関連で とらえるこ とがで きたか。 〈知識 ・理解 〉
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(8)授 業の考察

① 専門性 を高 めたワーク シ ョップの採用について

研究主題 の 「主体的な学習 を通 して」は、学ぶ主体 の生徒 にすべ てを委ねるのではな く、

単元の主題 か ら学習 しやすいテーマ をい くっか設 定 し、そ の中か ら、生徒 自身 が学ぶテー

マを選択 して意欲的に取 り組む ことと考 えた。そ こで単元の導入 の部分で 「体験的な活動」

を取 り入れ ることに して、今回は歴 史的分野 の 「東アジア世界 と中世社会の変動」を室町

時代 の文化か ら学習 させ るよ うに設 定 した.

研究主題 にある 「生徒 の学習意欲 を高め、 自ら学ぶ力を育てる指導」を行 うために、導

入 の場面で体験的な活動を取 り入れ てみたが、活動への細 かな対応 は、文化 に関す る専 門

的 な知識 に乏 しい教員では限界があ り、意欲 を引き出す ことも難 しい。そ こで公共機 関か

ら紹介 を受 け、地域 にお住まいの方にゲス トティーチ ャーを依頼 し、実技体験 の指導をお

願 い した。それぞれ の活動 を通 して専門知識や 技能 を身に付け、 ワー クシ ョップ形式 で体

験 させ る ことで、その後の学習 に対す る意欲 を高め させ ることができると考 えた。

内容 を盛 り込んだ割 に授業時間が短 く成果が心配 されたが、 この時間のポー トフォ リオ

の中 の記録 には、生徒 は 「家 の人 にお茶 を入れ て あげた い」、「自分 でお茶 を入れてみ た

くな った 」(煎 茶)、 「リズムを とって叩 くのは大 変」(p子)、 「能 の歴 史が よ くわかっ

た」(能 楽)、 「先生の説明がわか りやすか った」な どと書かれていた。 かな りの興味を示

し事前 に調べた事項等を熱心に指導者 に質問 しなが ら作品づ くりや演技 に取 り組 んでいた

ことで、当初予定 していた生徒の学習意欲を高 める 目的は達せ られた と考 える。

② ポー トフォ リオ を活用 した評価 について

研究主題 が どの程度生徒 の身についたか を確認す る目的 と自らが学習の効果 を振 り返る

ことがで きるように、ポー トフォ リオに保存す るための評価用紙 を作成 して、時間毎に生

徒 に記入 させた。 内容 は、 「学習 した内容」、「わか った こ と」、 「疑問」、 「感 想」、時間 ご

との学習 に関す る 「自己評価」 を簡潔 に記入 するに とどめた。

生徒は、毎時間ポー トフォ リオ用の評価用紙 に上記の事項 を意欲的に記入 し、その内容

か らも授 業に取 り組む積極 的な姿勢を感 じ取 ることがで きた。 また、内容 を簡潔 に記入す

ることに とどめた ことによ り、それに対す る教師 の コメン トも円滑に行 うこ とができ、生

徒の学習意欲 を喚起す ることがで きた ように思われ る。 この ことか ら、ポー トフォ リオを

活用 した評価は、今後積極的に活用でき ると考え る。

3歴 史的分野の研究のまとめ と今後の課題

(1)研 究のま とめ

① 外部講 師による中世文化の体験 を通 して、生徒の学習意欲 を高める。

生徒が主体的に学習す るか どうかは、学習意欲 の定着 と向上に よる ところが最 も大きい。

歴史 の学習が従来の よ うな知識詰 め込み ・暗記型 、教科書 中心の教師主導型の講義形式の

授業 だけでは、生徒 の学習意欲を引き出すこ とは難 しい。そ こで、今 まで公民的分野でも

取 り入れ られていた ワー クショ ップ形式 を歴史的分野でも取 り入れ た。現代 にまで続 く伝

統文化 を専 門家 と触れ合 い体験すれ ば、必ず身近 に感 じ、学習意欲 を高 め、主体的な学習
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へつなげ られ る と考えた。その ため、体験学習を導入部分 に位置付 けた。 また、ワークシ

ョップを少人数(7～8名 程度)で 編成す ることによ り、体 験に参加す る機会が多 くな り、

さらに学習意欲 を高め ることが できた。授業時数 を増やせ ば、 さらに外部講師 との触れ合

いが多 くな り、質問 も多 く出 され 、よ り生徒の学習意欲 を高 めるこ とができたであろ う。

② 設定 した課題 を新聞形式にま とめ調査 成果 を屋台村 ロー テー シ ョン方式で発表す るこ

とにより、自ら学ぶ カを育てる。

グループに共通の学習課題 を もたせ 、自らのもの として学習課題 を とらえさせ 、 自ら調

べて問題 を解決 し、その経過や成果等 を工夫 してま とめ発表 していけば、主体的に学習す

る姿勢 を生みだ し、 自ら学ぶカを育てることがで きる。新 聞製作は、調べ学習の 中で資料

を活用 し、互いに意 見を出 し合 うことで、生徒 の意欲 を高め主体的な学習 を促す点で有効

である。

屋 台村 ローテーシ ョン方式は、一人一人が必ず発表者 になるので主体的 に学習す る姿勢

ができ、取材によ り自ら進ん で学ぶカや学習意欲 を育て ることで有効な方法であった。返

答不可能の質問に 「調べて あ とで発表 します。」 とい う生徒が いた り、普段 以上 に熱心 に

メモ をとる生徒 が多 くいた りす るな ど、学習意欲 の向上が見 られ た。 また、体験学習 につ

いての感想 を質問す る取材側 の生徒が多 く、他の文化への 関心が広 がった ことも、 自ら学

ぶ力が育って きたあらわれ であろ う。

③ ポー トフォ リオを活用 した評価 を用 いることによ り、生徒の学習意欲 を持続 させ 、主体

的に学習す る態度を養 う。

せ っか く体験等によ り生徒の学 習意欲 を高 めて も、それ が次へっなが らなけれ ば意味は

ない。ポー トフォ リオを活用 した評価を効果的に取 り入れ 、生徒や教師か らの評価 を行い、

フィー ドバ ック して授業に生か してい くことで、生徒 の意欲や主体性を持続 させ るこ とが

で きる。 教師が生徒 のち ょっと した反応 、態度 、つぶや きな ども注意深 く観察 し、よかっ

た点を記録 してポー トフォ リオに保存 し生徒 にそれを示 す ことによ り、学習意欲 を持続 さ

せ 、高 めてい くの に有効 であ る。 「生 け花の歴史 を調べ て面 白かった」 「体験でい ろいろ

知 るこ とができ楽 しか った」 「生け花 を始めた人が初 めて分 かった。次 は どんな時に飾 る

のか を調べたい」 と意欲が持続 され、 さらに発展 してい る例が多 く見 られた。教師に とっ

て も、その 日の活動が手に取 るよ うに分か り、次の指導に生かす ことがで きた。

(2)今 後 の課題

ワー クシ ョップの形態で体験 的な活動 を含んだ授業を、各単元 ごとに展開す ることは難 しい。

単元の 目標や内容 に配慮 しなが ら年 間指導計画を立案 した り、総合的な学習 の時間 との連携 な

ど学校全 体での工夫が必要であ ると考える。 また、体験 を学習意欲 に結び付 け、さらに 自分の

学習課題 に結び付 ける指導が難 しく、今後検討す る必要が ある。

また、生徒一人一人の学習活動を注意深 く観察 して、教師が ポー トフォ リオヘ コメン トすれ

ば大変有効だが、一人の教師で行 うには厳 しい ところがあった。今後はポー トフォ リオを活 用

した生徒の 自己評価や教師の評価を有効 に活用す る方法につい て、指導内容、指導方法、評 価

の三っ の点でさらに工夫 してい くことが課題 である。
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